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理 由 

沖縄県部等設置条例の改正に伴う常任委員会の所管の変更及び委員会への

出席の特例等として、映像と音声の送受信により相手の状態を相互に認識し

ながら通話をすることができる方法を定めるため、所要の改正をする必要が

ある。 

これが、この条例案を提出する理由である。 



沖縄県議会委員会条例の一部を改正する条例

沖縄県議会委員会条例（昭和47年沖縄県条例第61号）の一部を次のように改正する。

第２条第３号中「子ども生活福祉部、保健医療部」を「生活福祉部、こども未来部、保

健医療介護部」に改める。

第12条の次に次の１条を加える。

（出席の特例）

第12条の２ 委員長は、委員が、大規模な災害の発生、感染症のまん延又は育児若しくは

介護その他のやむを得ない事由により、委員会を招集しようとする場所に参集すること

が困難であると認めるときは、映像と音声の送受信により相手の状態を相互に認識しな

がら通話をすることができる方法によって、当該委員に発言その他の行為をさせること

ができる。

２ 前項の規定による方法によって発言その他の行為をする委員は、この条例の適用につ

いては、委員会に出席しているものとみなす。

第22条中「に出席して」を「において」に改める。

第26条の２第３項を同条第４項とし、同条第２項の次に次の１項を加える。

３ 委員会は、映像と音声の送受信により相手の状態を相互に認識しながら通話をするこ

とができる方法によって、参考人から意見を聴くことができる。この場合において、当

該参考人は、委員会に出席しているものとみなす。

附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和６年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例の施行の際現にこの条例による改正前の沖縄県議会委員会条例（第３項にお

いて「改正前の委員会条例」という。）第２条第３号の規定による次の表の左欄に掲げ

る常任委員会の委員長、副委員長又は委員である者は、この条例の施行の日にこの条例

による改正後の沖縄県議会委員会条例（第３項において「改正後の委員会条例」とい

う。）第２条第３号の規定による同表の右欄に掲げる常任委員会の委員長、副委員長又

は委員に選任されたものとみなす。



文教厚生委員会 文教厚生委員会

３ この条例の施行の際現に改正前の委員会条例第２条第３号の規定による常任委員会に

付議されている事件は、この条例の施行の日に改正後の委員会条例第２条第３号の規定

による当該事件を所管することとなる常任委員会に付議されたものとみなす。


